
                       やすらぎ羽咋教室通信第７１号                        

 やすらぎ羽咋教室のやすらぎファームで育てたサツマ

イモをすべて掘り起こしました。夏場もせっせと水やり

に励んだので、さぞたくさん収穫できるのではないかと密かに思っていたのですが･･･。数

は多くありませんでしたが、ラグビーボールのような大きさのイモが何個もあり、通室生

と一緒に「わぁ大きい！」と歓声を上げました。ポキッと折れたり傷ついたりしないよう、

丁寧に土を除けている生徒の様子に目を細めました。満足感いっぱいでした。 

 さて、やすらぎ羽咋教室では、いろいろな悩みの

相談を受け付けています。児童・生徒のみなさんや

保護者・先生方の相談など、専門家の方々と一緒に

考えていきます。３学期に向けて、また進級進学に

向けての心配事などお気軽にご連絡ください。 
 

                                                  
                         

令和５年１１月３０日現在 
（  ）内は令和４年度 

令和５年度 ４月～７月 ８月 ９月 １０月 １１月 計 

来所相談 ２８(34) ０( 0) １１(10) ７( 5) ６( 9) ５２(62) 

出張相談 ５( 4) ０( 0) ０( 0) ０( 0) ０( 0) ５( 4) 

電話相談 ４７(18) ２( 1) １１( 4) ３( 4) ３( 4) ６６(33) 

計 ８０(56) ２( 1) ２２(14) １０( 9) ９(13) １２３(99) 

 

 

 

◇SV スーパーバイザー   田幡 啓子先生（公認心理師・臨床心理士） 
 第１６回 １月１１日（木）  第１７回 １月２５日（木）  第１８回 ２月 ８日（木） 

 第１９回 ２月２２日（木）  第２０回 ３月 ７日（木） 

 

◇SSW スクールソーシャルワーカー  石井 了惠先生（精神保健福祉士） 
 第 ８回 １月１８日（木）  第 ９回 ２月１５日（木）  第１０回 ２月２９日（木） 

 

◇SC スクールカウンセラー 山谷 文彦先生（公認心理師・臨床発達心理士） 
 第 ９回 １月 ９日（火） 第１０回 ２月６日（火）  第１１回３月 ５日（火） 

 

 

 

＊１２月２９日（金）～１月３日（水）は、閉室となります。 

１月から３月までの相談日 
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  １１月８日（水）公立能登総合病院精神セ

ンター長精神科医 栃本真一先生を講師にむか

え、『発達障がいの子どもたちとの関り方』と

いうテーマで講演・研修会を行いました。地域

の教育センター相談員、やすらぎ教室相談員、

中学高校や特別支援学校の先生方など、合計２

８名の参加がありました。 

能登総合病院

における神経発達症診療の傾向から、自閉スペクトラム

症（ASD）や注意欠如・多動症（ADSD）の特性と生活リ

ズムや睡眠との関係について、また不登校対応や自傷行

為・パニックへの対処について説明がありました。さら

に精神科で使用するお薬について、具体的な症状と効用

・副作用等詳しくお話がありました。 

 

【参加者の感想から】 

◆自閉スペクトラム症の人の言動にある「合理的な理由」に対し、正しく共感できることがその

後の対応が自ずと決まってくるというのが、心に残りました。どうしても主観が入ってしまうと

ころがあるので「虚心」に向き合う姿勢を意識して、生徒と向き合うよう努めていきたいと思い

ます。 

◆これまで断片的に知っていた知識を整理して理解することができた。「正しく共感するため

に、援助者は我を離れなければならない」というまとめが印象に残った。最終的には「人と人」

ヒューマンなやりとりが大切だと理解した。 

◆医学の立場から、発達障がいについて・薬について、お話ししていただき、ありがとうござい

ました。質問にもあったように、発達障がいの子どもが増えており、その子どもたちが不登校に

なりセンターに通室することになっています。実際に医療とつながっている子どもも多くいま

す。「生活リズムを整える」ことは、発達障がいの子どもだけではなく、どの子どもにも必要な

ことだと思います。結局は、全ての子どもが安心安全に過ごせることが必要だと思いましたが、

我々がどこまで伝えられるか悩ましいところです。先生の診察が、患者によっても合う合わない

ことがあるというのも、栃本先生の謙虚さを感じました。今後、学校、支援センターと病院がも

っと連携をとれたらいいと思いました。 

◆発達障がいの子どもたちとの関わり方について、医療の面からお話を聞くことができ、勉強に

なりました。子どもたちが飲んでいるお薬につい

て、名前は知っていましたが具体的にどのように効

くのか知ることができました。薬の調節や副作用に

ついての不安に支援できるといいなと感じました。

栃本先生への質問の部分がとても良かったです。み

なさんの困りごとについて、私たちも日々悩んでい

るところでもあるので、とても参考になりました。 

  

栃本先生ありがとうござました。 

やすらぎ羽咋教室研修会 


